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久保田　隆（くぼた たかし）
略歴
1969年4月 当社入社

1995年4月 海外第2プロジェクト本部プロジェクト部長

1998年6月 取締役、豪亜プロジェクト総室長

2001年6月 常務取締役、海外プロジェクト統括

2004年6月 取締役、国内プロジェクト副統括

2005年6月 常務取締役、技術統括

2007年4月 取締役社長

株主の皆様には、ますますのご清栄のことお慶び申し上げます。

また、平素は、格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

当期より、取締役社長を務めさせていただくことになりました

久保田でございます。株主の皆様をはじめ多くのステークホルダーのご

期待に応えられますよう、最善を尽くして参りますので、引き続き当社

を宜しくお願い申し上げます。

ここに、千代田グループ第79期（2006年度）の会社概況並びに第80

期の経営方針についてご報告申し上げます。

■ 2006年度の実績：前年に引き続き増収・増益

前年度同様、ガス・石油関連を中心とした受注環境は活況を呈して

おり、高水準の受注を獲得致しました。税務上の繰越欠損金がなくなっ

たことに伴い税負担が増えましたが、業績面では円安に加えて前倒し

発注による豊富な受注残高を反映し、前年度に引き続き増収・増益と

なりました。リスク管理を徹底すると共に財務体質の強化及びその一

環としての自己資本の増加にも努めて参りました。

■ 2007年度経営方針「継往開来」～先人の事業を受け継ぎ、未来を切り拓く～

千代田グループのエンジニアリング・ビジネスの基盤をより固めて、

次世代への継承を計るために、次の3重点施策に取り組んで参ります。

◯「確実な遂行」Reliability No.1の実証

現在建設中のカタールにおける世界最大のLNGプラント及び国内の

大型石油プラント建設プロジェクトにおいて、ダブルチェックを徹底

し、パートナーとの関係及びITの強化に加えてリスク管理の一層の徹底

を図り、Reliability No.1を実証して参ります。

◯「安全文化の確立・定着」

当社グループのReliabilityを高める上で非常に重要

な安全文化の確立・定着に向け、有効な予防対策を実

施し、従来に増して安全への配慮をして参ります。

◯「次なる戦略の播種」

安定した成長を続けていくために、LNGプロジェク

トのシェアを維持すると同時に、重質油対応の石油精

製設備、ガス化学分野や石炭利用分野にも力を入れ、

次なる戦略の播種を進めて参ります。

上記3重点施策に向けて、（1）知財こそ将来の糧、

（2）環境に優しい技術、（3）人に優しい経営を経営の三

本柱と致します。

■株主の皆様へのメッセージ

技術投資や事業基盤の拡充など次世代のビジネス創

造に備えて自己資本の充実を図りつつ、株主の皆様へ

の利益還元に配慮した配当を実施して参ります。2008

年3月期については、一株当たり18円の配当を予定し

ております。

Reliability No.1 Your Partner for Successを合言

葉に一層の企業価値を高めて参りますので、株主の皆

様におかれましても中長期的にご支援ご鞭撻を賜りま

すようお願い申し上げます。
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経営方針（2007年度） 
「継往開来（けいおうかいらい）」 
　　「確実な遂行」「安全文化の確立・定着」「次なる戦略の播種」 

経営の三本柱 
（1）知財こそ将来の糧：発展基盤の拡充 
　　  ・要素技術：環境技術、触媒、省エネ技術 
　　　　  CT-121ライセンス展開、CASOX、CO2リフォーミング触媒、 
　　　　  酢酸製造プロセス、チタニア触媒 

　　  ・遂行技術：IT技術、解析技術、工事計画等 
　　　　  i-PLANT21（工事IT、調達IT）の強化 

（2）環境に優しい技術：コア事業の強化 
　　  ・Clean Energy(Gas), Clean Fuel, Clean Coal技術 
　　　　  大型LNGプラントの技術基盤強化、重質油対応、 
　　　　  Plant Lifecycle Engineering、CRI、石炭ガス化 

　　  ・省エネルギー技術：健康・安全技術 
　　　　  低位エクセルギ－利用システム、ファインケミカル 

（3）人に優しい経営 
　　CSR経営の徹底⇒継続的企業価値の向上 
　　  ・HSEと品質の向上→「安全文化の確立・定着」 
　　  ・内部統制の充実→日本版SOX法対応　・社会・環境貢献 

■経営の三本柱

千代田グループの強みは、プロジェクトの遂行を含めた技術優位性とそれを支える人財です。

この強みを活かしていくために、以下の3つを経営の三本柱として、中期経営計画DSP2008

の確実かつ早期達成に向けて進んで参ります。

（1）知財こそ将来の糧：発展基盤の拡充

要素技術である環境技術・触媒・省エネ技術を促進致します。また、遂行技術としてIT技

術・解析技術・工事計画等を強化していきます。

（2）環境に優しい技術：コア事業の強化

Clean Energy(Gas), Clean Fuel, Clean Coal技術を促進し、また省エネルギー技術、健

康・安全技術の向上を進めて参ります。

（3）人に優しい経営

継続的企業価値の向上を目指し、HSE※1と品質の向上による安全文化の確立・定着、内

部統制を充実させることによる日本版SOX法への対応、および社会・環境貢献により、

CSR経営の徹底を行って参ります。※1  Health, Safety & Environment



4

Chiyoda Corporation

3

第75期 第76期 第77期 第78期 第79期 

受注残高 

受注高 

完成工事高 
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米国LNG需要急拡大を見越した 
メジャーの異例の「前倒し発注」で 

ほぼ2年分を受注 

ロシアで建設中のサハリン2プロジェクト

カタールで建設中のLNGプラント
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建設中の鹿島アロマティックス（株）アロマコンプレックス新設工事 建設中の三菱ガス化学（株）MXDA設備建設工事

受注工事高 完成工事高 受注残高 

LNGプラント　22％ 

その他ガス・動力 
54％ 

70％ 
62％ 

一般化学　3％ 

石油・石油化学　15％ 

4％ 
その他　6％ 1％ 

7％ 

2％ 5％ 

14％ 

7％ 
28％ 

10％ ロシア　7％ 6％ 

3％ 
受注工事高 完成工事高 受注残高 

中近東 
62％ 

国内 
28％ 

アジア他　3％ 1％ 

22％ 

65％ 79％ 

14％ 
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2,000
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4,000

5,000
（億円） 

第74期 第75期 第76期 第77期 第78期 第79期 

11.7％ 13.9％ 
15.9％ 

20.2％ 19.8％ 
17.4％ 

JV持分資産 

その他資産 

自己資本*

自己資本比率*

現預金 

151

1,293

166

1.202

227

1,428

368

1,828

555

2,797

770

4,429

* 第78期以前の自己資本および自己資本比率については、従来の株主資本および株主資本比率を表示しております。 
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完成工事総利益率 販管費率 

 



109



12

Chiyoda Corporation

11

ト ピ ックス  ト ピ ックス  ト ピ ックス  

完成パーティーで挨拶する二宮所長 契約書に署名するブラウン会長（中央）と小林副社長（右）ハン副社長（左）

現地新聞に掲載された顧客のメッセージ
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T O P I C ST O P I C ST O P I C S

姉崎小学校体育館での授業風景

子供たちから寄せられた感想文

授業中の松田室長

L&T-CHIYODAの外観

海外便り 

世
界
で
活
躍

する
千代
田マンが、現地からお届

けし
ま
す
。

宮殿敷地内で休日ゴルフを楽しむ

India
L&T-CHIYODA・井上清美
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経営ビジョン 

〈経営戦略〉 〈現況：推進状況〉 

Reliability No.1プロジェクトカンパニー 
収益成長型のエクセレントカンパニーを目指して 

グループ総合力を活かした 
Smart EPCの推進による 
プロジェクト遂行力の更なる強化 

・ リスク管理力の強化（Cold Eye Review） 
・ 工事IT、調達ITの強化 
・ グループ・オペレーション体制の強化（6,300人体制） 
・ Lessons Learnedの活用／ 
  Knowledge Managementの推進 

次世代のビジネス創造に備えた 
恒常的に健全な財務体質の確立 

・ 自己資本の充実 
・ License Saleによる高収益化と選択的な技術投資 

・ BSC：バランス・スコアカード統合マネジメント 
・ プロフェッショナル人材の採用継続 

技術優位性を活かした事業展開 
―Plant Lifecycle Engineeringの推進による 
　顧客との永続的な関係構築― 

・ Reliability Programの推進 
    Engineering Criticality Study、Uninterrupted Start-up

（顧客） 

S1

（業務プロセス） 

S2

（財務） 

S3

活力に溢れた 
組織風土づくりと人材育成 （人材と変革） 

S4

DSP2008の推進状況 
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業績イメージ（営業利益） 

営
業
利
益（
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） 
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業績イメージ（当期利益） 

当
期
利
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円
） 

第79期 第80期 第81期 
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125

110 115 115

第78期実績 
3,908億円 

第79期実績 
4,848億円 

第80期予想 
5,500億円 

第78期実績 
207億円 

第79期実績 
287億円 

第78期実績 
194億円 

第80期予想 
235億円 
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1,008
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第80期予想 
300億円 

DSP2008計画値 
（折れ線グラフ） 

DSP2008計画値 
（折れ線グラフ） 

DSP2008計画値 
（折れ線グラフ） 

第79期実績 
235億円 

120

顧客・取引先 

千代田グループ 

株主 従業員 

環境 社会 

経済 

配当・企業価値アップ 
配当10円又はそれ以上を目指す 

企業安定性・継続性向上 
→自己資本比率30％以上を目指す 

優秀人材確保・モチベーションアップ 
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14.7％ 

3.8％ 

1株あたり配当金 配当性向 純資産配当率 

4.1％ 
4.4％ 

第77期 第78期 第79期 第80期 

8.7％ 

Chiyoda Corporation
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取 締 役 会 長 関 　 誠 夫
代 表 取 締 役 社 長 久保田　隆
代表取締役副社長 亀 井 信 寧
代表取締役副社長 柴 田 博 至
代表取締役専務取締役 香 田 　 圓
常 務 取 締 役 源 　 淳 郎
常 務 取 締 役 中 島 純 夫
常 務 取 締 役 横 井 　 悟
常 務 取 締 役 小 川 　 博
常 勤 監 査 役 門 山 　 明
常勤監査役（社外監査役） 井 田 浩 史
監査役（社外監査役） 藤 岡 　 晃
監査役（社外監査役） 今出川幸寛

常 務 執 行 役 員 長 田 文 雄
常 務 執 行 役 員 三 枝 隆 治
常 務 執 行 役 員 望 月 正 彦
常 務 執 行 役 員 小 林 秀 夫
執 行 役 員 篠 原 英 宏
執 行 役 員 川 瀬 健 雄
執 行 役 員 柿 崎 　 剛
執 行 役 員 下 野 　 渉
執 行 役 員 今 原 　 収
執 行 役 員 島 田 　 浩
執 行 役 員 山 下 栄 作
執 行 役 員 大 沼 敏 行
執 行 役 員 白 川 公 一
執 行 役 員 上 地 崇 夫
執 行 役 員 木 村 克 俊

合計　1,016名

設立

資本金

主要な営業所
及び事務所

従業員（在籍数）

当社及び主要な
グループ企業の
事業内容

昭和23年1月20日

12,928,225,450円

本店 横浜市
子安オフィス・リサーチパーク 横浜市
国内営業拠点 大阪市
海外営業・調達拠点 イタリア、オランダ、アラブ首長国連邦、

カタール、インドネシア、中国、イラン、
シンガポール、韓国

単体従業員数 1,316名、連結従業員数 2,985名

ガス、電力、石油、石油化学、一般化学、医薬品等の産業用・
民生用設備並びに公害防止・環境改善及び災害防止用設備
等に関するコンサルティング、計画、設計、調達、施工、試運
転及びメインテナンス等の総合エンジニアリング事業

■エンジニアリング事業

〈工事遂行〉
○千代田工商株式会社（横浜市）
○千代田計装株式会社（横浜市）
○千代田テクノエース株式会社（横浜市）

〈コンサルティング・人材派遣業〉
○千代田ユーテック株式会社（横浜市）

〈先端エンジニアリング〉
○千代田アドバンスト・ソリューションズ株式会社（横浜市）

〈海外設計拠点（GES）〉
○千代田フィリピン・コーポレーション（フィリピン）
※エル・アンド・ティー・千代田リミテッド（インド）

〈海外工事遂行拠点〉
○千代田シンガポール・プライベート・リミテッド（シンガポール）
○ピー・ティー・千代田インターナショナル・インドネシア（インドネシア）
○千代田マレーシア・センドリアン・ベルハッダ（マレーシア）
○千代田&パブリック・ワークス・カンパニー・リミテッド（ミャンマー）
※千代田ペトロスター・リミテッド（サウジアラビア）

〈海外営業拠点〉
○千代田インターナショナル・コーポレーション（米国）
○千代田ナイジェリア・リミテッド（ナイジェリア）

■その他の事業
○アロー・ビジネス・コンサルティング株式会社（横浜市）
○アローヘッド・インターナショナル株式会社（東京都港区）
※ ITエンジニアリング株式会社（横浜市）
※株式会社アローメイツ（横浜市）

○連結子会社　※関連会社で持分法適用会社
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0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

（円） 

（円） 

（千株） 

（月） 

日経平均株価（終値） 

当社株価 

当社出来高 

政府・地方公共団体 

500株（0.00％） 

金融機関 

56,474千株（29.24％） 

事業会社・その他法人 

33,730千株（17.47％） 

証券会社 

6,461千株（3.35％） 

外国法人・外国人 

74,729千株（38.69％） 

個人・その他 

21,729千株（11.25％） 

合 計 
193,125千株 

◯1 発行可能株式総数 ……………………………………………… 650,000,000株

株式の種類　　　普通株式 …………………………………… 570,000,000株

優先株式 ……………………………………… 80,000,000株

◯2 発行済株式総数　普通株式 …………………………………… 193,125,529株

◯3 株主数 ……………………………………………………………………12,461名

◯4 新株予約権の状況

◯5 大株主

株　主　名
当社への出資状況
持株数 構成比

千株 ％

発行決議の日 行使開始日 目的となる株式の種類及び数
平成14年6月27日 普通株式 123,000株

三菱商事株式会社
三菱UFJ信託銀行株式会社
株式会社三菱東京UFJ銀行
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）
ステートストリートバンクアンドトラストカンパニー505103
ステートストリートバンクアンドトラストカンパニー
東京海上日動火災保険株式会社
ビー・エヌ・ピー・パリバ証券会社
明治安田生命保険相互会社

19,851
9,034
9,033
8,862
8,745
7,253
5,795
2,760
2,756
2,549

10.27
4.67
4.67
4.58
4.52
3.75
3.00
1.42
1.42
1.32

平成16年7月1日

Professional Engineer  機械工学……5
Professional Engineer  化学工学……9

■国際資格（実質保有者を含む） 名

資格名称 資格名称

土木施工管理技士 1級 ……………77
土木施工管理技士 2級………………2
建築施工管理技士 1級 ……………23
建築施工管理技士 2級………………2
電気工事施工管理技士 1級 ………88
電気工事施工管理技士 2級 ………13
管工事施工管理技士 1級…………119
管工事施工管理技士 2級 …………16
建築士 1級 …………………………53
建築士 2級……………………………7
技術士 建設部門 ……………………4

■公的資格 名 技術士 電気・電子部門 ……………1
技術士 機械部門……………………10
技術士 衛生工学部門 ………………6
電気工事士 第1種 …………………69
電気工事士 第2種 …………………21
電気工事士 ……………………………3
電気主任技術者第3種………………34
鉄工1級・製罐1級……………………1
鉄工2級・製罐2級……………………1
建設設備士 ……………………………7
一級計装士…………………………137
監理技術者…………………………305

Professional Engineer  土木工学……3



事業年度 4月1日から翌年3月31日まで

剰余金の配当の基準日 3月31日

定時株主総会 毎年6月開催

定時株主総会基準日 3月31日。そのほか必要がある場合には、取締役会

の決議によりあらかじめ公告のうえ設定いたします。

公告掲載 当社ホームページ

一単元の株式の数 1,000株

上場証券取引所 東京証券取引所　市場第一部

証券コード 6366

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番5号

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

同事務取扱場所 東京都江東区東砂七丁目10番11号

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

同取次所 三菱UFJ信託銀行株式会社　全国各支店

野村證券株式会社　全国本支店

同連絡先 〒171-8508 東京都豊島区西池袋一丁目7番7号

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

本 店 〒230-8601 神奈川県横浜市鶴見区鶴見中央二丁目12番1号
電話 045-506-7105  FAX 045-506-7109

http://www.chiyoda-corp.com/

フリーダイヤル 0120-232-711

住所変更、配当金振込指定・変更、
単元未満株式買取に必要な各用紙のご請求は

株主名簿管理人の
フリーダイヤル

0120-244-479
※24時間承っております。




